
次
に
、
安
田
女
子
大
学
の

を
代
表
す
る
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

学
生
さ
ん
の
協
力
に
よ
る
活

ト
レ
ー
ナ
ー
岩
﨑
由
純
が
ア

動
に
つ
い
て
で
す
が
、
…
…
。

メ
リ
カ
の
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で

通
常
、
本
県
の
中
学
校
の

去
る
十
一
月
十
三
日(

木)

学
ん
だ
「
勇
気
を
与
え
る
感

修
学
旅
行
で
は
、
次
の
三
点

・
十
四
日(

金)

の
二
日
間
、

動
の
言
葉
が
け
」
を
、
あ
な

を
学
習
活
動
に
盛
り
込
み
ま

鹿
児
島
の
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

た
が
応
援
し
た
い
身
近
な
人

全
て
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
そ

環
境
保
体
部
長

す
。

テ
ル
で
、
県
小
・
中
学
校
長

に
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

う
で
す
。

二
年

有

馬

誠

耶

一

平
和
教
育

研
究
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

ョ
ン
ス
キ
ル
と
し
て
確
立
し

私
も
た
ま
に
芋
植
え
や
コ

環
境
保
体
副
部
長

二

自
主
研
修

こ
の
大
会
は
、
教
頭
研
究

た
も
の
で
す
。(

資
料
よ
り)

ス
モ
ス
の
種
ま
き
、
藪
払
い

一
年

鶴

屋

瑛

莉

三

集
団
行
動(

班
活
動
や

大
会
と
同
様
、
毎
年
一
回
開

講
演
の
中
に
は
、
映
画
「
ミ

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
た

旅
館
・
施
設
等
で
の
礼

催
さ
れ
ま
す
が
、
毎
年
様
々

ラ
ク
ル
」
の
感
動
場
面
や
あ

ま
す
が
、
年
に
わ
ず
か
数
回

旧
生
徒
会
役
員
の
皆
さ
ん
、

節
も
含
む)

な
分
野
か
ら
講
師
を
招
聘
し

る
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

峰
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

の
活
動
に
参
加
し
て
お
い
て
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。
特
に
、

本
校
で
は
、
こ
れ
に
「
公

て
、
講
演
が
あ
り
ま
す
。

ル
部
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、

ィ
ー
協
議
会
の
皆
様
、
県
民

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
た
」

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

共
交
通
機
関
で
の
移
動
方
法
」

私
は
、教
頭
大
会
か
ら
ず
っ

多
彩
な
例
が
紹
介
さ
れ
、「
ペ

表
彰
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

と
自
己
満
足
し
て
い
る
自
分

ら
は
高
校
入
試
に
向
け
て
頑

も
加
わ
る
の
で
す
が
、「
二

と
参
加
し
、
こ
れ
ま
で
も
い

ッ
プ
ト
ー
ク
」
と
反
対
の
言

い
ま
す
。

を
恥
ず
か
し
く
思
う
こ
と
で

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

自
主
研
修
」
の
部
分
が
や
や

い
な
あ
と
思
う
講
演
は
あ
っ

葉
を
「
プ
ッ
ペ
ト
ー
ク
」
と

こ
れ
ま
で
の
、
熱
心
な
取

し
た
。

新
役
員
の
皆
さ
ん
は
、
力

弱
い
感
じ
が
し
ま
し
た
の
で
、

た
の
で
す
が
、
必
死
に
涙
を

言
い
ま
す
な
ど
と
冗
談
を
交

組
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
、

こ
れ
か
ら
は
、
時
間
を
見

を
合
わ
せ
て
、
伝
統
を
守
り

今
年
度
は
、
新
た
な
活
動
と

こ
ら
え
な
が
ら
聴
い
た
講
演

え
な
が
ら
、
と
て
も
分
か
り

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

て
、
柳
山
を
訪
ね
る
機
会
を

つ
つ
も
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

し
て
取
り
入
れ
ま
し
た
。

は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
し
た
。

や
す
く
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。

増
や
そ
う
と
思
い
ま
す
。

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
期

昨
年
度
の
修
学
旅
行
で
、

そ
こ
で
、皆
さ
ん
に
も
知
っ

し
た
。

過
日
、
小
野
仙
右
衛
門
翁

待
し
て
い
ま
す
。

広
島
市
の
平
和
記
念
公
園
で

て
い
た
だ
き
た
く
て
、
簡
単

こ
の
狭
い
紙
面
で
は
説
明

の
顕
彰
祭
の
折
、
列
席
さ
れ

は
た
く
さ
ん
の
外
国
人
観
光

に
御
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

し
き
れ
ま
せ
ん
が
、
要
す
る

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
協
議
会

客
が
お
り
、
ど
こ
か
の
小
学

す
。

に
、
自
分
が
励
ま
し
た
い
人

の
あ
る
方
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
に

去
る
十
月
二
十
六
日(

日)

来
月
の
八
日(

月)

か
ら
十

生
の
自
主
研
修
グ
ル
ー
プ
が

講
演
は
一
日
目
に
あ
り
、

に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ(

積
極
的)

は
野
菜
が
た
く
さ
ん
積
ま
れ

の
文
化
祭
終
了
後
、
生
徒
会

日(

水)

の
二
泊
三
日
で
修
学

し
き
り
に
そ
の
外
国
人
に
話

演
題
は
「
や
る
気
を
起
こ
す

な
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
を
す
る
こ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
柳
山
ア

新
役
員
の
任
命
式
を
行
い
ま

旅
行
を
実
施
し
ま
す
。

し
か
け
て
い
る
場
面
を
見
か

魔
法
の
言
葉
」、
講
師
は
日
本

と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ

グ
リ
ラ
ン
ド
の
ヤ
ギ
と
ウ
サ

し
た
。

コ
ー
ス
は
昨
年
度
同
様
、

け
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
本

ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
普
及
協
会
会

と
で
す
。
そ
し
て
、
励
ま
す

ギ
に
餌
を
や
り
に
行
か
れ
る

新
役
員
は
、
次
の
通
り
で

新
幹
線
を
使
っ
て
、
山
口
県
、

校
で
も
こ
ん
な
活
動
が
で
き

長
の
岩
﨑
由
純
先
生
で
し
た
。

つ
も
り
で
も
、
決
し
て
ネ
ガ

と
の
こ
と
で
し
た
。そ
し
て
、

す
。(

敬
称
略)

広
島
県
、福
岡
県
を
巡
る
コ
ー

た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ
て
、

「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
」
と
は
、

テ
ィ
ブ(

消
極
的
・
否
定
的)

こ
の
約
十
㎏
の
野
菜
は
市
内

【
本
部
役
員
】

ス
で
す
。

今
年
度
挑
戦
す
る
こ
と
に
し

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
励
ま
す
の

な
言
葉
を
使
わ
な
い
と
い
う

の
各
地
か
ら
集
め
て
、
毎
日

生
徒
会
長

昨
年
度
と
の
大
き
な
違
い

た
の
で
す
。

に
指
導
者
や
リ
ー
ダ
ー
が
試

こ
と
で
す
。

続
け
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

二
年

田

邑

百

音

は
、
十
一
月
の
実
施
を
十
二

今
年
度
の
修
学
旅
行
団
の

合
前(

本
番
前)

に
使
う
「
短

【
例
】

と
。
給
餌
活
動
の
お
話
一
つ

副
会
長

月
に
し
た
点
と
、
広
島
県
で

団
長
は
勝
田
教
頭
で
、
直
接

い
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の

勉
強
が
人
格
形
成
に
大
切

を
と
り
ま
し
て
も
、
頭
が
下

二
年

渡

邊

愛

弓

の
活
動
の
中
に
安
田
女
子
大

様
子
を
観
る
こ
と
は
で
き
ま

こ
と
で
す
。「
ペ
ッ
プpep

」

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
き
。

が
る
思
い
で
伺
う
こ
と
で
し

書
記
・
会
計

学
の
学
生
さ
ん
の
協
力
を
得

せ
ん
が
、
高
江
っ
子
の
国
際

は
英
語
で
、
元
気
、
活
気
、

×

勉
強
を
し
な
け
れ
ば
、

た
。

一
年

家

村

翔

太

た
点
の
二
点
で
す
。

交
流
力
に
大
い
に
期
待
し
て

活
力
と
い
う
意
味
で
、
ペ
ッ

立
派
な
大
人
に
は
な
れ
ま

そ
う
い
え
ば
、
私
が
柳
山

【
専
門
部
】

ま
ず
、
実
施
の
時
期
に
つ

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

プ
ト
ー
ク
は
、「
短
く
て
」「
わ

せ
ん
よ
。

ア
グ
リ
ラ
ン
ド
を
訪
ね
る
と

生
活
文
化
部
長

い
て
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
き

同
時
に
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

か
り
や
す
く
」「
肯
定
的
な
」

○

勉
強
を
し
な
さ
い
。
そ

き
は
、
い
つ
も
、
ど
な
た
か

二
年

木

原

鈴

乃

ま
し
て
は
、
本
紙
八
月
号
「
修

全
員
が
充
実
し
た
日
々
を
過

「
魂
を
揺
さ
ぶ
る
」「
人
を
勇

う
し
た
ら
、
君
に
は
き
っ

が
お
い
で
に
な
っ
て
活
動
を

生
活
文
化
副
部
長

学
旅
行
の
裏
事
情
」
を
御
覧

ご
し
、
笑
顔
で
帰
っ
て
く
る

気
づ
け
る
」
言
葉
が
け
と
い

と
素
晴
ら
し
い
将
来
が

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

一
年

山

崎

陽

菜

く
だ
さ
い
。

の
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
日
本

待
っ
て
い
ま
す
よ
。

自
主

向
学

敬
愛

校 訓

薩摩川内市立高江中学校
〒895-0131 薩摩川内市

高江町654番地1
Tel 0996-27-2003
Fax 0996-27-2065
平成26年11月号

祝

県
民
表
彰

峰
山
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

協
議
会

高
江
中
新
生
徒
会
ス

タ
ー
ト
す
る

修
学
旅
行
に
つ
い
て

「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
」
っ
て
御

存
知
で
す
か
？

高江中学校ホームページを公開中 http://www.edu.satsumasendai.jp/takae-j/



１０月２６日（日）高江中体育館において，保護
者や地域の方々等，多くの皆様の御参加をいただき，
ステージ発表や展示発表，元気塾を成功裏に終える （メンバー）２年 渡邊愛弓・木原鈴乃・田邑百音
ことができました。 １年 家村穂華・髙階のどか・鶴屋瑛莉・山崎陽菜

１１月１日（土）に松元平野岡体育館で行われ，
上位入賞者は次の通りです。おめでとう！入賞者
も毎回入れ替わるようで，ひとりひとりが徐々に
力をつけてきました。次回も楽しみです。
男子Ｂ級 第２位 有馬誠耶（２年）
女子Ｂ級 第２位 木原鈴乃（２年）
女子Ｃ級 第１位 田邑百音（２年）
女子Ｃ級 第３位 渡邊愛弓（２年）
女子Ｅ級 第３位 髙階のどか（１年）

元気塾は，デザイナ
ーとして国際的に活躍中
の小川景一先生（薩摩川
内市出身）に，「波瀾万
丈～人間万事塞翁が馬～」 毎年恒例の県民週間が,本校では10月末の文化祭
と題し講演をしていただ から先日の3km ロードレースまでの間,保護者や
きました。先生御自身が 地域の方々50名弱の御訪問を賜り,無事終了しまし

これまでの様々な困難をどのようにして乗り越えて た。学校自由参観日の来校者が少なく残念でした
きたか等を話され，より良い生き方や人生観を考え が,また来年よろしくお願いいたします。期間中に
る大変貴重な機会になりました。 限らず,いつでも遠慮なく御訪問ください。

12月 主な行事予定

日 曜 学 校 行 事 等
1 月 薩摩川内いじめのない学校づくりの日，ＳＳＷ来校
2 火 生徒集会,教育相談
3 水 授業参観･学級ＰＴＡ･学校保健委員会
8 月 修学旅行（～10）,３年三者面談
11 木 ALT来校,2年休養措置日
12 金 租税教室（3年）
13 土 まつもとオープン卓球大会（～14）
15 月 SSW来校
18 木 なかよし音楽会,ALT来校
19 金 3kmロードレース（1,2年）SL,ALT来校
21 日 第7回県ジュニア夢プラン卓球大会
22 月 人権教室,SSW,ALT来校
24 水 終業式,大掃除,校内推薦委員会
25 木 冬季休業（～1/7）
26 金 仕事納め,しめ縄･門松づくり予定

校内文化祭・薩摩川内元気塾 地区中体連新人総体(卓球)追記分

実りの秋・・・ 充実した日々

赤い羽根「共同募金」
生徒会が中心になり募金活動を行った結果，学
校全体で６,５１１円集まりました。御協力あり
がとうございました。

第６回ジュニア夢プラン卓球大会

女子団体Ⅰ部 準優勝おめでとう！！女子団体Ⅰ部 準優勝おめでとう！！

元気塾

英語スピーチ

３年劇

２年劇１年劇

家庭教育学級

展示発表

命といじめを考える公開 生活指導研究会発表
中学校英語発表会

アグリランドイモ掘り
火災避難訓練

薬害防止教室

【お知らせ】 ①公立高校入学者選抜学力検
査の国語科「聞き取りテスト」が来年度から廃
止。 ②楠隼高等学校（中高一貫・全寮制）が
新設され、来年度入学から生徒募集を開始。

[かごしまの教育県民週間]感謝!
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